
【主な掲載記事】
・第12回氷川町梨マラソン大会
・氷川町の財政状況を公開します
・第12回氷川町体育祭秋季大会

【主な掲載記事】
・第12回氷川町梨マラソン大会
・氷川町の財政状況を公開します
・第12回氷川町体育祭秋季大会

白
熱
し
た
争
い
！！
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第
12
回
氷
川
町
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
12
回
氷
川
町
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

９
月
23
日
、
秋
分
の
日
に
第
12
回
氷
川
町
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
募
集
予
定
の
１
８
０
０
人
を
早
々
に
達
成
し
、
非
常
に
人
気
の
あ
る
大

会
で
す
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
号
砲
と
と
も
に
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
距
離
の
異
な
る
３
種
類
の
コ
ー
ス
を
、
沿
道
か
ら
の
温
か

い
声
援
を
受
け
な
が
ら
駆
け
抜
け
、
ゴ
ー
ル
の
竜
北
公
園
を
目
指
し
ま
し
た
。
今

回
は
氷
川
町
出
身
の
ラ
ン
ナ
ー
、
岩
村
聖
華
さ
ん
も
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
参
加
さ

れ
、ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
快
走
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
地
元
の
小
中
学
校
、

八
代
広
域
消
防
本
部
や
熊
本
南
部
地
区
郵
便
局
長
会
な
ど
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
中
の
給
水
所
で
は
ラ
ン
ナ
ー
に
吉
野
梨
が
振
る
舞
わ
れ
、
氷
川

町
の
秋
の
味
覚
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

梅本　和海（玉名市）

島村　洸史（宇土市）

杉本　和貴（熊本市）

蒲生　英樹（宮崎県）

田尻　貴之（宇城市）

福島　哲也（菊陽町）

上原　晃弘（多良木町）

財前　廣和（佐賀県）

佐々木　優（菊陽町）

山賀　操（福岡県）

下村　亜夕美（鹿児島県）

根岸　まゆみ（熊本市）

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

男子
（～39歳）

男子
（40～59歳）

男子
（60歳～）

女子

10 km

入賞者一覧
吉留　達郎（鹿児島県）

古野　鷹輔（大分県）

守川　陽一（宇土市）

矢野　恵（大分県）

飯田　サチ子（福岡県）

横井　由貴子（山口県）

田上　朋史（水俣市）

江藤　創志（宮崎県）

小森　高志（八代市）

田中　環和（宇城市）

田中　那歩（宇城市）

永田　月奈（鹿児島県）

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

1位

2位

3位

男子

女子

男子

女子

5 km

3 km
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No.145 11月号

秋
晴
れ
の
空
の
下
繰
り
広
げ
ら
れ
た
熱
戦

第
12
回
町
民
体
育
祭
秋
季
大
会

　

10
月
１
日
、
竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
町
民
体
育
祭
秋
季
大
会

が
行
わ
れ
、
35
地
区
館
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
や
技
巧
走
な
ど
、
地
区
館
対
抗
戦
の
白
熱
し
た
争
い
と
な

り
、
各
地
区
館
と
も
応
援
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
の
地
区
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
こ
の
日
一
番
の
熱
い
声
援
が
飛
ん

で
い
ま
し
た
。

　

成
績
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
秋
季
大
会

　

優　

勝　

有
佐

　

準
優
勝　

中
大
野

　

第
３
位　

新
村

　

躍
進
賞　

柳
の
江

〇
地
区
対
抗
リ
レ
ー

　

町
長
杯　

今

　

議
長
杯　

六
区

　

教
育
長
杯　

有
佐

　

体
育
協
会
長
杯　

新
村

　

陸
上
競
技
協
会
長
杯　

中
大
野

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
長
杯　

新
田

〇
総
合
成
績

　

優　

勝　

有
佐

　

準
優
勝　

下
宮

　

第
３
位　

東
網
道

　

10
月
13
日
、
宮
原
三
神
宮
秋
季
例
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
五
穀
豊
穣
を
氏
神
様
に
感
謝
す

る
祭
り
で
、応
保
元
（
１
１
６
１
）
年
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
古
い
歴
史
を
持
つ
祭
り
で
す
。

　

宮
原
三
神
宮
に
お
い
て
神
事
が
行
わ
れ
、
獅

子
舞
、
神
馬
な
ど
の
奉
納
の
後
に
、
神
幸
行
列

が
川
原
大
神
宮
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
多
く
の
人
が
見
物
に
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

▲秋季大会・総合優勝：有　佐
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10
月
１
日
、
竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
町
民
体
育
祭
秋
季
大
会

が
行
わ
れ
、
35
地
区
館
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
や
技
巧
走
な
ど
、
地
区
館
対
抗
戦
の
白
熱
し
た
争
い
と
な

り
、
各
地
区
館
と
も
応
援
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
の
地
区
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
こ
の
日
一
番
の
熱
い
声
援
が
飛
ん

で
い
ま
し
た
。

　

成
績
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
秋
季
大
会

　

優　

勝　

有
佐

　

準
優
勝　

中
大
野

　

第
３
位　

新
村

　

躍
進
賞　

柳
の
江

〇
地
区
対
抗
リ
レ
ー

　

町
長
杯　

今

　

議
長
杯　

六
区

　

教
育
長
杯　

有
佐

　

体
育
協
会
長
杯　

新
村

　

陸
上
競
技
協
会
長
杯　

中
大
野

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
長
杯　

新
田

〇
総
合
成
績

　

優　

勝　

有
佐

　

準
優
勝　

下
宮

　

第
３
位　

東
網
道

　

10
月
13
日
、
宮
原
三
神
宮
秋
季
例
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
五
穀
豊
穣
を
氏
神
様
に
感
謝
す

る
祭
り
で
、応
保
元
（
１
１
６
１
）
年
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
古
い
歴
史
を
持
つ
祭
り
で
す
。

　

宮
原
三
神
宮
に
お
い
て
神
事
が
行
わ
れ
、
獅

子
舞
、
神
馬
な
ど
の
奉
納
の
後
に
、
神
幸
行
列

が
川
原
大
神
宮
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
多
く
の
人
が
見
物
に
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

長
き
伝
統
を
受
け
継
い
で

宮
原
三
神
宮
秋
季
例
祭
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No.145 11月号
ひかりん

すくーる
　らいふ
school life
（宮原小学校）

　自分の大切さとともに他の人の大切さも認めることができる児童、人とつながる力を持った児童を育てる取組を
進めています。
　新学期に運営委員会の児童が、「やさしい宮っ子」宣言を行い、人の嫌がることをせず、お互いを思いやる優しい
宮っ子を目指そうと呼びかけました。
　なかま委員会では、１年から６年までの縦割り班で給食を食べる「にこにこ給食」や「にこにこ遊び」をやっています。

　氷川町ではコミュニティ・スクールの取組の一環として、子どもたちが安心して暮らせる町づくりを目的として、学
校・地域・行政が一体となり「あいさつ運動一斉行動の日」として毎月１５日の朝に実践しています。また、ＰＴＡや
児童会もこの運動と連携した、「ノーテレビ・ノーメディアデー」や「あいさつ運動」に取り組んでいます。

　戦争の悲惨さや、平和の大切さと尊さを学び合い、
平和な社会を築いていこうとする態度を育てるため
に毎年開催しています。今年は、低学年は「おかあ
ちゃんごめんね」、中高学年は「青い目の人形」を題材
に学び、平和について深く考えました。

児童一人ひとりが大切にされる宮原小をめざして

あいさつ運動一斉行動の日　毎月15日（あいさつ運動）,10日（ﾉｰﾒﾃ ｨ゙ｱﾃﾞー ）

平和や戦争について考える平和集会

宮原小のめざす児童像
（健）いきいきとし夢を持つ子

・健康で健やかなのびのびと明るい心身

（根）粘り強くがんばる子
・根気強く粘り強い学習や仕事

（信）互いに信頼し思いやりのある子
・互いに約束を守り信頼し合える生活



9 広報ひかわ 2017.11

　５年生は１泊２日で、水俣病や環境に関する学習をする「水俣に学ぶ肥後っ子教室」と集団宿泊教室に出かけ
ました。水俣では語り部さんの講話や展示の見学、環境についての学習を行いました。２日目は、あしきた青少年
の家で、ナイトゲームやマリン活動（ペーロン）を行い、みんなで力を合わせることの大切さを学びました。

　6年生は、長崎市と佐賀市へ修学旅行に出かけました。１日目は、長崎市の平和公園の見学や原爆の被害に遭わ
れた語り部の方の講話などで、平和の尊さをしっかりと学びました。２日目は、佐賀市の宇宙科学館で宇宙科学の歴
史や技術の進歩について学びました。また、吉野ヶ里歴史公園では弥生時代の人々の生活に思いを馳せました。
　旅行後は、タブレットコンピュータ等を使って、２日間で学んだことや考えたことをまとめる学習を行いました。

　宮原小学校運営協議会では、学校と地域が学校教育目標「自ら考え、正しく判断し、生き生きと学ぶ、宮っ子の育
成」を共有し、①子供のよさを認め、ほめ、励まし、地域の一員として活躍する体験をさせる②将来を担う人材育成
を主眼に子供も大人も共に学び育ち合う活動に取り組む③学校を核として宮原のよさ（自然・食・文化・伝統・歴
史・共生）を学び、「愛校心」や「郷土愛」を醸成し、それを基盤として自分を見つめさせ自信を持たせることに連携・
協働して取り組んでいます。

水俣に学ぶ肥後っ子教室・集団宿泊教室　９月７～８日

修学旅行（長崎・佐賀）　９月２８～２９日

コミュニティ･スクール（学校運営協議会）の取組
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No.145 11月号

ダイヤモンド婚・金婚式表彰
共に歩んだ夫婦の絆

▲金婚表彰者の皆さま ▲ダイヤモンド婚表彰者の皆さま

9/
29 　

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂
で
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰
式
お
よ
び

熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
昭

和
32
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
14

組
中
11
組
、金
婚（
昭
和
42
年
に
結
婚

さ
れ
た
ご
夫
婦
）
27
組
中
20
組
の
方

が
式
に
出
席
さ
れ
、
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
ご

夫
婦
に
藤
本
町
長
か
ら
、
金
婚
ご
夫

婦
に
は
平
岡
熊
日
八
代
支
社
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
さ
れ
た
被
表
彰
者
を

代
表
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
表
彰

の
中
田
英
孝
さ
ん（
有
佐
）が
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚　

14
組

今
田　

敏
行
・
藤
二
子　
（
島　

地
）

小
野　

永　

・
絢
子　
　
（
新　

田
）

坂
井　

千
秋
・
ハ
ル
ノ　
（
北　

川
）

髙
橋　

忠
治
・
澄
子　
　
（
吉　

本
）

髙
本　

正
守
・
フ
ジ
子　
（
本　

山
）

中
島　

廣
海
・
都　
　
　
（　

今　

）

中
田　

英
孝
・
節
子　
　
（
有　

佐
）

藤
本　

賴
隆
・
和
子　
　
（　

町　

）

前
村　

髙
喜
・
光
子　
　
（
高　

塚
）

松
川　

重
範
・
節
子　
　
（　

迫　

）

水
永　

弘
道
・
正
子　
　
（
東
上
宮
）

宮
村　

正
一
・
ミ
サ
オ　
（
南
鹿
野
）

吉
田　

久
臣
・
敏
子　
　
（
高　

塚
）

米
本　

秀
熈
・
宣
子　
　
（
法
道
寺
）

◆
金
婚　

27
組

石
村　

和
夫
・
勝
子　
　
（　

町　

）

稲
田　

案
山
子
・
照
子　
（
東
網
道
）

岩
永　

生
伍
・
ゆ
み
子　
（
高　

塚
）

大
川　

昭
義
・
澄
子　
　
（
沖　

塘
）

斧
田　

栄
光
・
芳
子　
　
（
法
道
寺
）

河
田　

勲　

・
文
子　
　
（
北　

川
）

小
島　

政
義
・
洋
子　
　
（
新
村
北
）

迫
田　

博
信
・
勝
子　
　
（
高
野
道
）

志
水　

保
貞
・
梅
香　
　
（
北
鹿
野
）

園
田　

周
三
・
勝
代　
　
（
若　

洲
）

滝
本　

龍
夫
・
博
子　
　
（
河　

原
）

田
口　

英
輔
・
多
賀
子　
（
新
村
北
）

谷
岡　

光
則
・
富
士
代　
（
新
村
南
）

塚
本　

與
作
・
滿
枝　
　
（
新　

田
）

中
村　

恒
彦
・
タ
エ
子　
（
新　

田
）

西
田　

正
昭
・
洋
子　
　
（
新　

田
）

西
村　

恒
雄
・
百
合
子　
（
南
鹿
野
）

野
崎　

靖　

・
左
智
子　
（
北　

川
）

橋
本　

邦
久
・
彌
生　
　
（
東
上
宮
）

春
口　

弘
幸
・
和
子　
　
（
桜
ヶ
丘
）

前
﨑　

敏
勝
・
加
代
子　
（
上
鹿
島
）

前
田　

質　

・
イ
ツ
子　
（
北
鹿
野
）

松
永　

恵
義
・
ミ
サ
ヲ　
（
若　

洲
）

光
永　

一
德
・
キ
ヌ
ヨ　
（
川　

上
）

峯
村　

三
男
・
ト
モ
子　
（
上
鹿
島
）

村
上　

冨
一
・
ス
ギ
エ　
（
立　

神
）

吉
岡　

親　

・
ク
ニ
子　
（
早
尾
北
）

　
　
　
　
　

※
50
音
順
・
敬
称
略
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敬老会
健康に感謝長寿を祝福

秋の全国交通安全運動

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の

間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
の
初
日
で
あ
る
21
日
に

は
、
道
の
駅
「
竜
北
」
前
の
国
道

３
号
線
で
交
通
安
全
協
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
交
通
安
全
母
の

会
、
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
に
よ

る
「
事
故
な
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
一
日

八
代
警
察
署
長
の
地
元
タ
レ
ン
ト

か
め
き
ち
さ
ん
や
熊
本
県
警
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ゆ
っ

ぴ
ー
く
ん
も
参
加
し
て
、
氷
川
町

特
産
の
吉
野
梨
や
交
通
安
全
グ
ッ

ズ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布
し
な
が

ら
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

9/
21

9/
20 　

氷
川
町
公
民
館
お
よ
び
竜
北

体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
敬

老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
学
生
に
よ
る

敬
老
作
文
発
表
や
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
よ
る
交
通
安
全
宣
言

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
敬
老
会

員
を
代
表
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
小
野
一
成
会
長
（
西
上

宮
）
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
保
育
園
な

ど
各
種
団
体
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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9/
19

出場おめでとうございます

▲UKI-C.FCの皆さん

▲（左）小林佳澄瑠さん
（右）小林佳紋さん

▲山本百日花さん

▲上村直也さん

　

氷
川
町
役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、

激
励
会
が
行
わ
れ
、
出
場
者
に
報
奨

金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
出
場
大
会

な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

【
大
会
名
】

第
32
回
日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
（
Ｕ‐
15
）

【
出
場
者
】

Ｕ
Ｋ
Ｉ‐

Ｃ
．Ｆ
Ｃ

竜
北
中
３
年

嶋
津　

圭
士
郎
さ
ん
（
沖
塘
）

浜
田　

航
さ
ん
（
立
石
）

浜
田　

駿
さ
ん
（
立
石
）

宮
﨑　

悠
さ
ん
（
東
網
道
）

今
村　

光
さ
ん
（
下
鹿
島
）

し
ま
づ

け
い   

し   

ろ
う

は
ま
だ

わ
た
る

は
ま
だ

す
ぐ
る

み
や 

ざ
き

は
る
か

い
ま 

む
ら

ひ
か
る

ふ
じ 

も
と

ゆ
う

た

う
ち 

と
く

け
い 

い
ち 

ろ
う

や
ま 

も
と

も　

も

か

 

こ
ば
や
し　

       

か   

も
ん

 

こ
ば
や
し　

       

か    

み    

る

い
し   

だ

や
ま 

も
と

う
え 

む
ら　
　

 

な
お   

や

【
大
会
名
】

平
成
29
年
度
国
民
体
育
大
会
第
37
回

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技

【
出
場
者
】

全
熊
本

九
州
学
院
高
等
学
校
３
年

藤
本　

裕
汰
さ
ん
（
新
村
南
）

熊
本
西
高
等
学
校
３
年

内
德　

圭
一
朗
さ
ん
（
新
村
北
）

【
大
会
名
】

第
49
回
九
州
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会

【
出
場
者
】

Ｋ
Ｓ
Ｇ
八
代

竜
北
東
小
学
校
３
年

山
本　

百
日
花
さ
ん
（
高
塚
）

 

桜
泳
ミ
キ
21
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

竜
北
中
学
校
１
年

小
林　

佳
紋
さ
ん
（
西
網
道
）

竜
北
西
部
小
学
校
６
年

小
林　

佳
澄
瑠
さ
ん
（
西
網
道
）

 【
大
会
名
】

第
72
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

【
出
場
者
】

第
一
高
等
学
校
合
唱
団

第
一
高
等
学
校
１
年

石
田　

ひ
ま
り
さ
ん
（
新
村
南
）

【
大
会
名
】

第
69
回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
第
３
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

【
出
場
者
】

う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

熊
本
学
園
大
学
３
年

山
本　

は
る
か
さ
ん
（
立
神
）

※

台
風
接
近
に
よ
り
欠
場

【
大
会
名
】

第
68
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
岡
山
大
会
農
業
鑑
定
競
技
園
芸

の
部

【
出
場
者
】

八
代
農
業
高
等
学
校
３
年

上
村　

直
也
さ
ん
（
栫
）

 

　

氷
川
町
役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、

熊
本
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
陸

上
競
技
）出
場
者
激
励
会
が
行
わ
れ
、

出
場
者
に
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

【
出
場
者
・
種
目
】

竜
北
中
学
校

中
川　

悠
斗
さ
ん
（
１
年
若
洲
）

　

１
年
男
子
１
０
０
ｍ

氷
川
中
学
校

新
垣　

聖
那
さ
ん
（
３
年
西
上
宮
）

　

女
子
代
表
１
５
０
０
ｍ

清
田　

日
和
さ
ん
（
２
年
新
村
）

　

２
年
女
子
８
０
０
ｍ

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
優
勝

　

８
月
19
日
・
20
日
新
潟
県
長
岡
市

に
お
い
て
、
第
41
回
全
日
本
高
等
専

門
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
、
町
地
区
の
坂
本
正
さ
ん

が
コ
ー
チ
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

熊
本
高
等
専
門
学
校
（
八
代
キ
ャ

ン
パ
ス
）
は
、
男
女
と
も
九
州
大
会

で
出
場
権
を
獲
得
。
全
国
大
会
で
女

子
の
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
に
お

い
て
優
勝
さ
れ
、
９
月
８
日
に
町
長

室
に
お
い
て
、
そ
の
報
告
を
さ
れ
ま

し
た
。
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9/
28

八火図書館でミニコンサートを開催 十五夜お月さん演奏会を開催

▲演奏会の様子▲コンサートの様子

10/
7

9/
24

▲左から清田日和さん、
新垣聖那さん、中川悠斗さん

▲坂本正さん

　

氷
川
町
役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、

激
励
会
が
行
わ
れ
、
出
場
者
に
報
奨

金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
出
場
大
会

な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

【
大
会
名
】

第
32
回
日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
（
Ｕ‐

15
）

【
出
場
者
】

Ｕ
Ｋ
Ｉ‐

Ｃ
．Ｆ
Ｃ

竜
北
中
３
年

嶋
津　

圭
士
郎
さ
ん
（
沖
塘
）

浜
田　

航
さ
ん
（
立
石
）

浜
田　

駿
さ
ん
（
立
石
）

宮
﨑　

悠
さ
ん
（
東
網
道
）

今
村　

光
さ
ん
（
下
鹿
島
）

な
か 

が
わ　
　

は
る
と

し
ん 

が
き　
　

 

せ
い   

な

き
よ   

た　
　
　

  

ひ  

よ
り

【
大
会
名
】

平
成
29
年
度
国
民
体
育
大
会
第
37
回

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技

【
出
場
者
】

全
熊
本

九
州
学
院
高
等
学
校
３
年

藤
本　

裕
汰
さ
ん
（
新
村
南
）

熊
本
西
高
等
学
校
３
年

内
德　

圭
一
朗
さ
ん
（
新
村
北
）

【
大
会
名
】

第
49
回
九
州
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会

【
出
場
者
】

Ｋ
Ｓ
Ｇ
八
代

竜
北
東
小
学
校
３
年

山
本　

百
日
花
さ
ん
（
高
塚
）

 

桜
泳
ミ
キ
21
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

竜
北
中
学
校
１
年

小
林　

佳
紋
さ
ん
（
西
網
道
）

竜
北
西
部
小
学
校
６
年

小
林　

佳
澄
瑠
さ
ん
（
西
網
道
）

 【
大
会
名
】

第
72
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

【
出
場
者
】

第
一
高
等
学
校
合
唱
団

第
一
高
等
学
校
１
年

石
田　

ひ
ま
り
さ
ん
（
新
村
南
）

【
大
会
名
】

第
69
回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
第
３
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

【
出
場
者
】

う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

熊
本
学
園
大
学
３
年

山
本　

は
る
か
さ
ん
（
立
神
）

※

台
風
接
近
に
よ
り
欠
場

【
大
会
名
】

第
68
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
岡
山
大
会
農
業
鑑
定
競
技
園
芸

の
部

【
出
場
者
】

八
代
農
業
高
等
学
校
３
年

上
村　

直
也
さ
ん
（
栫
）

 

　

氷
川
町
役
場
庁
議
室
に
お
い
て
、

熊
本
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
陸

上
競
技
）出
場
者
激
励
会
が
行
わ
れ
、

出
場
者
に
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

【
出
場
者
・
種
目
】

竜
北
中
学
校

中
川　

悠
斗
さ
ん
（
１
年
若
洲
）

　

１
年
男
子
１
０
０
ｍ

氷
川
中
学
校

新
垣　

聖
那
さ
ん
（
３
年
西
上
宮
）

　

女
子
代
表
１
５
０
０
ｍ

清
田　

日
和
さ
ん
（
２
年
新
村
）

　

２
年
女
子
８
０
０
ｍ

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
優
勝

　

８
月
19
日
・
20
日
新
潟
県
長
岡
市

に
お
い
て
、
第
41
回
全
日
本
高
等
専

門
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
、
町
地
区
の
坂
本
正
さ
ん

が
コ
ー
チ
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

熊
本
高
等
専
門
学
校
（
八
代
キ
ャ

ン
パ
ス
）
は
、
男
女
と
も
九
州
大
会

で
出
場
権
を
獲
得
。
全
国
大
会
で
女

子
の
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
に
お

い
て
優
勝
さ
れ
、
９
月
８
日
に
町
長

室
に
お
い
て
、
そ
の
報
告
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
カ
ル
デ
ラ
民
謡
宣
伝
隊
の
カ

ル
デ
ラ
輝
久
山
さ
ん
、
瀬
井
真
奈

美
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
氷
川
町
文

化
協
会
主
催
「
十
五
夜
お
月
さ
ん

演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
安
里
屋
ユ
ン
タ
」

や
「
美
童
し
ま
う
た
」
な
ど
の
沖

縄
の
民
謡
や
、
自
ら
作
曲
さ
れ
た

唄
な
ど
多
数
の
民
謡
を
披
露
さ

れ
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
も
楽
器
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
踊
っ

た
り
す
る
な
ど
、大
盛
況
で
し
た
。

　

最
後
に
は
ア
ン
コ
ー
ル
が
か
か

る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
演
奏
会
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
が
と
て
も
名
残

惜
し
そ
う
で
し
た
。

　

八
火
図
書
館
に
お
い
て
、
竜
北

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
「
八
火

図
書
館
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
八

火
図
書
館
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
、
音
楽
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
２
年

生
部
員
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る

「
秋
の
う
た
メ
ド
レ
ー
」
や
「
ふ

る
さ
と
」
な
ど
秋
に
ち
な
ん
だ
曲

が
テ
ラ
ス
で
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
館
さ
れ
た
方
々
は
、
秋
空
の

下
、
生
演
奏
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
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